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（地域防災データ総覧・防災教育編） 

資料Ⅱ.2.1 「防災教育の時期と場所」 

区　　　　　　　　　分 内 容 ・ 特 徴 ・ 効 果 等 時　　　　　　　　　期 場　　　　　　　　　所

学校における防災教育
授業、防災副読本、実地見学講
演会、映画会

幼児・児童の発達段階に応じて、学校
等の年間予定の中に組み入れる。

授業（課外授業等も含む）

防災キャンペーン
テレビ、ラジオ等のマスコミや防災
展を通じてのキャンペーン

水害等の生じ易い季節に合わせて広
報を実施する。（地震・火災は年間を
通して適宜繰り返す。）

広報誌、テレビ・ラジオ等マスコミや、防
災展等を活用する。

防災訓練
目的に応じたプログラムにより訓
練の効果を上げる

水害等の生じ易い季節に入る前に実
施する。（地震は年間を通して適宜繰
り返す。）

訓練の目的・規模による。学校、職場、
各種防災センターでできる場合と屋外
グラウンド等の特設会場を必要とする場
合がある。

防災セミナー・講演会
テーマ・内容に応じてその効果を
あげる

テーマ・内容に応じて、セミナー・講演
会等の時期を選ぶ。

各種集会施設、ホール、コミュニティ防
災センター等

防災教育施設
防災センター、防災科学館、博物
館・資料館等における教育

来観者が訪れる都度実施する。テー
マによっては、特別に企画を立てる時
期もある。

消防学校、コミュニティ防災センター、
防災科学館、博物館、資料館等

防災に関する
言い伝え等

地域特性に応じてその有効性が
発揮される

資料Ⅱ.2.2 「防災に関する指導の内容」 
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（地域防災データ総覧・防災教育編） 

 

 

資料Ⅱ.2.3 「防災年間指導計画(中学校の例)」 


